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は
じ
め
に

　

中
国
の
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
と
と
も
に
、
米
中
関
係
は
今
日
の

国
際
関
係
に
お
い
て
最
も
重
要
な
二
国
間
関
係
と
し
て
広
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
米
中
に
よ
る
新
し
い
国
際
秩
序
を
意
味

す
る
「
Ｇ
２
」（G

roup of two

）
が
頻
繁
に
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
国
際
関
係
の
中
で
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
三
〇
年
前
に
は
想
像

し
に
く
か
っ
た
レ
ベ
ル
で
高
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
中
国
と
は
ど
ん
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
そ
の
見
方
が
両
国
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
本
稿
は
こ
の
疑
問
に
回
答
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対

中
世
論
の
動
向
を
分
析
し
、
そ
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
へ
の
影
響
を
展
望
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ま

ず
こ
こ
三
〇
年
間
の
ア
メ
リ
カ
の
中
国
に
対
す
る
意
識
の
変
化
を
各

種
世
論
調
査
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
日
本
の
対
中
観
を
比

較
の
た
め
に
参
照
す
る
。
こ
れ
に
続
き
、
世
論
と
ア
メ
リ
カ
外
交
を

め
ぐ
る
学
術
的
論
争
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
対
中
認
識
が
米
中
関
係

や
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
展
望
す
る
。

一
　
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
中
認
識
の 

基
本
的
な
流
れ

　

国
際
関
係
に
お
け
る
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
大
き
く
な
る
に
つ

れ
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
中
国
の
政
治
文
化
や
外
交
の
行
動
様
式
に

つ
い
て
、
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
、
様
々
な
研

ア
メ
リ
カ
の
対
中
世
論 

　
─
─
そ
の
傾
向
と
対
中
政
策
へ
の
影
響
─
─
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究
書
や
論
考
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
二
〇
一
四
年
に
発
表
さ

れ
た
ワ
ン
・
ジ
ョ
ン
（
汪
錚
、Z

eng W
ang

）
の
研
〉
1
〈

究
は
、
中
国
の

対
外
認
識
に
一
九
世
紀
の
ア
ヘ
ン
戦
争
以
来
の
歴
史
認
識
が
強
く
影

響
し
て
い
る
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
ま

た
、
近
年
の
中
国
の
国
際
観
を
概
括
す
る
様
々
な
分
析
も
、
各
種
シ

ン
ク
タ
ン
ク
の
報
告
書
な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
〉
2
〈

る
。
米
国
の
対
中
観
に
焦
点
を
当
て
た
分
析
も
相
次
い
で
発
表
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
ニ
ー
ナ
・
ハ
チ
ガ
ン
（N

ina H
achigan

）

が
編
集
し
たD

ebating China
（2
〉
3
〈

014

）
で
は
、
経
済
関
係
、
安
全

保
障
、
政
治
シ
ス
テ
ム
や
価
値
観
、
メ
デ
ィ
ア
、
環
境
問
題
な
ど
の

様
々
な
政
治
的
争
点
に
お
け
る
米
中
の
差
に
焦
点
を
当
て
た
議
論
が

展
開
さ
れ
て
お
り
、
斬
新
で
あ
る
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
で
は
中
国
研
究
は
一
種
の
ブ
ー
ム
の
状
態
を
迎
え
て
お
り
、
上

述
の
研
究
以
外
に
も
、
大
変
示
唆
に
富
む
研
究
が
相
次
い
で
発
表
さ

れ
つ
つ
あ
〉
4
〈

る
。

　

ア
メ
リ
カ
国
内
の
中
国
に
対
す
る
意
識
も
大
き
く
変
化
し
て
き

た
。
ア
メ
リ
カ
の
非
営
利
団
体
の
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー

（Pew R
esearch C

enter

）
の
調
〉
5
〈

査
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
年
、

ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
中
意
識
に
つ
い
て
の
調
査
も
頻
繁
に
か
つ
大
規

模
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
調
査
を
さ
ら
に
学

術
的
に
二
次
分
析
し
た
研
究
〉
6
〈

書
も
登
場
し
て
い
る
。

　

数
あ
る
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
中
意
識
の
調
査
の
中
で
、
お
そ
ら
く

も
っ
と
も
代
表
的
な
も
の
は
世
論
調
査
会
社
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
も
の

で
あ
ろ
う
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
、「
中
国
に

対
す
る
好
感
度
」
に
関
す
る
世
論
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
当
初
は
数

年
ご
と
に
行
っ
て
き
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
は
ほ
ぼ
毎
年
調

査
し
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
図
１
で
あ
る
。

こ
の
図
を
み
て
、
直
感
的
に
感
じ
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
感
情

と
米
中
関
係
そ
の
も
の
が
相
似
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

㈠
　
米
中
関
係
の
根
底
に
あ
る
対
中
感
情

　

米
中
関
係
は
様
々
な
紆
余
曲
折
が
あ
る
。
図
１
に
示
し
た
よ
う

に
、
こ
の
米
中
関
係
の
変
化
が
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
中
意
識
に
直
接

反
映
し
て
い
る
。
大
ま
か
な
流
れ
を
ま
と
め
れ
ば
、
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
が

デ
ー
タ
を
取
り
始
め
た
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
〇
代
半
ば
ま
で
悪

化
し
、
そ
れ
以
降
好
転
す
る
が
、
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
で
一

気
に
「
非
好
意
的
」（「
と
て
も
非
好
意
的
」（very unfavorable

）、

「
概
し
て
非
好
意
的
」（m

ostly unfavorable

）
と
答
え
た
割
合
の
合

算
数
）
な
意
見
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
以
降
、
ほ

ん
の
少
し
持
ち
直
し
た
が
、
現
在
ま
で
基
本
的
に
は
「
非
好
意
的
」

な
回
答
が
「
好
意
的
」（「
と
て
も
好
意
的
」（very favorable

）、「
概

し
て
好
意
的
」（m

ostly favorable

）
と
答
え
た
割
合
の
合
算
数
）

を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
「
好
意
的
」
と

み
る
見
方
が
増
え
つ
つ
あ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

少
し
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
中
華
人
民
共
和
国
建
国
（
一
九



「好意的」
「非好意的」

（％）

図１　アメリカの対中感情1979‒2013年（ギャラップ調べ）

実線：「好意的」（「とても好意的」「概して好意的」と答えた割合の合算数）
破線：「非好意的」（「とても非好意的」「概して非好意的」と答えた割合の合算数）

出所：ギャラップのウェブページ（http://www.gallup.com/poll/167498/americans-
view-china-mostly-unfavorably.aspx, 2014年８月１日参照）。図の作成は筆者。
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四
九
年
）
か
ら
冷
戦
を
背
景
に
米
中
は
対
立
関
係
に
あ
っ
た
が
、
一

九
六
〇
年
代
末
か
ら
中
ソ
の
緊
張
が
目
立
つ
中
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国

に
接
近
し
て
い
っ
た
。
一
九
七
二
年
に
は
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
訪
中

し
、
カ
ー
タ
ー
政
権
の
一
九
七
九
年
一
月
に
は
米
中
国
交
が
樹
立
さ

れ
た
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
が
最
初
に
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
中
意
識
の
調
査

を
行
っ
た
の
が
、
こ
の
国
交
樹
立
の
一
九
七
九
年
で
あ
る
。
こ
の
調

査
で
は
中
国
を
好
意
的
に
み
る
回
答
は
過
半
数
を
超
え
る
六
四
％
を

記
録
し
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
象
徴
し
て
い
た
。

　

た
だ
、
こ
の
好
意
的
な
感
情
は
ま
だ
か
な
り
不
安
定
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
、
同
じ
一
九
七
九
年
四
月
に
は
国
交
を
断
絶
し
た
中
華
民

国
（
台
湾
）
に
対
し
、
一
九
七
九
年
以
前
の
中
華
民
国
と
の
す
べ
て

の
条
約
、
外
交
上
の
協
定
を
維
持
す
る
「
台
湾
関
係
法
」（Taiwan 

R
elations A

ct

）
を
連
邦
議
会
が
可
決
し
て
い
る
よ
う
〉
7
〈
に
、
ア
メ
リ

カ
国
内
に
は
台
湾
と
の
関
係
を
重
視
す
る
声
も
根
強
か
っ
た
。
中
国

に
対
す
る
感
情
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
少
し
ず
つ
悪
化
し
、
逆

に
好
意
的
に
み
る
回
答
は
四
割
ま
で
落
ち
て
い
く
。

　

そ
れ
で
も
政
府
間
協
定
な
ど
、
米
中
政
府
の
交
流
が
進
ん
で
い
く

中
、
一
九
八
四
年
四
月
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
訪
中
が
ア
メ
リ
カ
国

民
の
中
国
に
対
す
る
意
識
を
大
き
く
改
善
さ
せ
た
。
レ
ー
ガ
ン
大
統

領
の
訪
中
は
、
米
中
国
交
正
常
化
後
、
初
め
て
現
職
大
統
領
と
し
て

の
訪
中
で
あ
り
、
六
日
間
の
滞
在
中
、
李
先
念
国
家
主
席
、
趙
紫
陽

首
相
、
鄧
小
平
党
中
央
顧
問
委
員
会
主
任
ら
と
会
談
し
た
だ
け
で
な

く
、
米
中
原
子
力
協
定
の
仮
調
印
を
行
い
、
中
国
の
近
代
化
へ
の
協
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力
で
合
意
し
て
い
る
。「
米
中
両
国
は
平
和
的
協
力
と
経
済
発
展
と

い
う
歴
史
的
な
一
歩
を
進
む
用
意
が
で
き
て
い
〉
8
〈

る
」
と
い
う
帰
国
後

の
記
者
会
見
で
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
言
葉
の
よ
う
に
、
実
際
に
米

中
関
係
は
好
転
し
て
い
く
。
中
国
を
好
意
的
に
み
る
意
識
は
よ
り
明

確
に
な
っ
て
い
き
、
一
九
八
九
年
二
月
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
訪
中

後
の
調
査
で
は
、
好
意
的
に
み
る
回
答
は
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
調
査
で
は

過
去
最
高
の
七
割
を
超
え
た
。
非
好
意
的
な
回
答
は
一
〇
％
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
中
国
に
好
意
的
な
世
論
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
天
安
門
事
件
（
一
九
八
九
年
六
月
）
を
き
っ
か
け
に
米

中
の
政
治
的
な
関
係
が
急
激
に
緊
張
し
た
。
人
権
問
題
の
観
点
か
ら

ア
メ
リ
カ
は
中
国
に
圧
力
を
か
け
続
け
て
い
っ
た
ほ
か
、
天
安
門
事

件
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
亡
命
も
受
け
入
れ
て
い
く
。
対
中
感
情
も
急

激
に
悪
化
す
る
。
中
国
に
対
す
る
感
情
は
大
き
く
否
定
的
な
も
の
に

急
変
す
る
。
翌
一
九
九
〇
年
の
調
査
で
は
、
悪
い
感
情
を
持
つ
層
が

半
数
を
超
え
、
肯
定
的
な
感
情
を
持
つ
回
答
者
は
三
四
％
と
急
落
し

た
。
こ
の
数
字
は
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
調
査
で
は
過
去
最
低
の
記
録
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
天
安
門
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
自
動
的
に

更
新
さ
れ
て
き
た
中
国
に
対
す
る
最
恵
国
（M

FN
: M

ost Favored 
N

ation

）
待
遇
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
の
審
議
が
極
め
て
厳
し
く
な

り
、
一
九
九
〇
年
か
ら
の
約
十
年
は
毎
年
夏
の
議
会
で
の
対
中
Ｍ
Ｆ

Ｎ
待
遇
更
新
審
議
が
対
中
政
策
を
め
ぐ
っ
て
の
一
大
政
治
シ
ョ
ー
と

な
っ
て
い
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
非
市
場
経
済
国
に
対
し
て
は
Ｍ
Ｆ
Ｎ
付
与
を
禁
止

す
る
法
律
が
あ
る
。
中
国
に
対
し
て
は
特
例
措
置
と
し
て
、
一
九
七

九
年
の
国
交
回
復
直
後
の
一
九
八
〇
年
以
来
、
議
会
審
議
を
経
て
毎

年
更
新
す
る
形
で
中
国
に
Ｍ
Ｆ
Ｎ
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
、
天
安

門
事
件
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
か
ら
議
会
審
議
は
い
つ
も
荒
れ
に

荒
れ
た
。
反
対
側
の
理
由
と
し
て
は
、
⑴
中
国
国
内
の
人
権
問
題
、

⑵
中
国
へ
の
雇
用
流
出
、
⑶
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
上
の
中
国
の
脅

威
の
三
つ
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
⑴
と
⑵
は
主
に
リ
ベ
ラ
ル
派
議
員

か
ら
の
反
対
理
由
、
⑶
は
主
に
保
守
派
議
員
か
ら
の
反
対
理
由
で
あ

り
、
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
対
中
Ｍ
Ｆ
Ｎ
更
新
法
案
は
議
員
の
政
策
的

な
立
場
や
、
議
員
自
身
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
国
民
に
知
ら
せ
る
「
踏

み
絵
」
の
よ
う
な
政
策
案
件
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
と
の
貿
易
を
進
め
る
こ
と
は
、
中
国
を
国
際

社
会
に
組
み
入
れ
、
最
終
的
に
は
中
国
と
い
う
国
家
を
民
主
化
さ
せ

て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
Ｍ
Ｆ
Ｎ
更
新
賛
成
派
の
議
論
が
毎
年
、
最
終

的
に
は
優
位
に
立
つ
形
で
紛
糾
し
た
審
議
が
ま
と
ま
っ
て
い
っ
〉
9
〈
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
対
す
る
最
恵
国
待
遇
は
毎
年
な
ん
と
か
更
新

さ
れ
て
い
っ
た
も
の
の
、
議
会
に
お
け
る
激
し
い
対
立
を
目
に
し
た

国
民
の
間
で
は
、
中
国
に
対
す
る
厳
し
い
見
方
が
支
配
的
に
な
っ
て

い
く
。
天
安
門
事
件
以
降
、
中
国
に
対
し
、
否
定
の
意
見
が
減
ら
な

か
っ
た
の
も
う
な
ず
け
る
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
調
査
は
年
に
一
度
（
年

に
よ
っ
て
は
複
数
）
の
も
の
だ
が
、
も
し
、
毎
月
か
季
節
ご
と
の
調

査
を
行
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
中
国
に
対
す
る
最
恵
国
待
遇
更
新
に
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つ
い
て
の
議
会
の
対
立
が
鮮
明
だ
っ
た
一
九
九
〇
年
か
ら
の
約
十
年

の
間
は
最
恵
国
待
遇
更
新
を
議
会
が
審
議
す
る
毎
年
夏
に
は
か
な
り

悪
化
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

中
国
へ
の
最
恵
国
待
遇
を
め
ぐ
る
対
立
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の

が
、
二
〇
〇
一
年
で
あ
る
。
二
一
世
紀
と
な
っ
た
こ
の
年
、
議
会
の

激
し
い
対
立
を
超
え
て
対
中
国
Ｍ
Ｆ
Ｎ
待
遇
を
恒
久
化
す
る
「
対
中

恒
久
正
常
通
商
関
係
」（PN

T
R

: perm
anent norm

al trade relation-
ship

）
法
案
が
立
法
化
さ
れ
〉
10
〈

た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
協
定

で
は
、
加
盟
国
が
相
互
に
最
恵
国
待
遇
を
恒
久
的
に
付
与
す
る
こ
と

が
原
則
で
あ
り
、
Ｐ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
法
案
の
成
立
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
中

国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
実
現
の
土
台
が
築
か
れ
た
。
こ
の
立
法
化
が
国

際
貿
易
で
急
伸
す
る
中
国
を
後
押
し
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

Ｐ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
法
案
成
立
以
降
、
米
国
民
の
対
中
意
識
は
少
し
改
善
し

て
い
く
。
中
国
を
好
意
的
に
み
る
割
合
は
、
翌
二
〇
〇
二
年
以
降
は

そ
の
前
の
十
年
間
に
比
べ
、
五
ポ
イ
ン
ト
前
後
で
は
あ
る
が
、
少
し

増
え
、
四
〇
％
台
で
推
移
し
て
い
る
。
一
方
で
、
否
定
的
な
感
情
も

少
し
改
善
さ
れ
た
が
、
五
〇
％
台
を
推
移
し
て
い
る
。
こ
こ
十
年

は
、
中
国
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
世
論
は
総
合
的
に
は
「
好
意
的
」

と
み
る
数
よ
り
も
、「
非
好
意
的
」
と
み
る
数
が
五
か
ら
十
ポ
イ
ン

ト
前
後
多
い
と
い
う
形
で
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
図
１

で
天
安
門
事
件
以
降
の
「
好
意
的
」
な
数
の
推
移
を
見
れ
ば
、
ほ
ん

の
少
し
ず
つ
だ
が
、
回
復
基
調
に
あ
る
の
が
う
か
が
わ
れ
る
。

㈡
　
ア
メ
リ
カ
の
対
中
世
論
の
質
的
な
変
化

　

七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代
末
に
か
け
て
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の

多
く
に
と
っ
て
、
中
国
の
状
況
を
判
断
す
る
よ
う
な
材
料
は
少
な

か
っ
た
。
人
的
な
交
流
が
多
く
な
い
中
、
中
国
に
対
し
て
は
は
っ
き

り
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
に
く
か
っ
た
た
め
、
米
中
外
交
関
係
樹

立
、
大
統
領
の
訪
中
や
天
安
門
事
件
な
ど
の
米
中
間
の
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
中
国
の
印
象
が
変
化
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
も
あ
っ
て
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
中
世
論
は
変
化
し

や
す
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
の
米
中
関
係
は
貿
易
に
よ
る
相
互
依
存
関

連
が
続
い
て
お
り
、
経
済
的
な
交
流
が
一
気
に
進
ん
で
い
る
中
、
人

的
な
交
流
も
増
え
、
中
国
に
対
す
る
は
っ
き
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
変
化
を
背
景
に
、
対
中
世
論
の
数
字
は
比

較
的
安
定
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、「
好
意
的
」
と
み
る
数
よ

り
も
、「
非
好
意
的
」
と
み
る
数
が
多
く
、
世
論
調
査
を
一
言
で
示

せ
ば
「
ア
メ
リ
カ
国
民
の
多
数
派
は
中
国
に
は
否
定
的
」（
ギ
ャ

ラ
ッ
プ
の
二
〇
一
四
年
調
査
に
つ
い
て
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト

ル
）
と
な
っ
て
し
ま
〉
11
〈

う
。
た
だ
、
上
述
の
よ
う
に
、
天
安
門
事
件
以

降
の
「
好
意
的
」
な
数
の
推
移
を
見
れ
ば
、
わ
ず
か
な
が
ら
、「
好

意
的
」
な
意
見
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
米
中
に
よ
る
新
し
い
国
際
秩
序

を
意
味
す
る
「
Ｇ
２
」
関
係
の
深
化
に
よ
っ
て
こ
の
数
字
が
改
善
さ

れ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。



「親しみを感じる」
「親しみを感じない」

（％）

図２　日本の対中感情1978‒2012年（内閣府調べ）

実線：「親しみを感じる」（「親しみを感じる」「どちらかといえば親しみを感
じる」と答えた割合の合算数）

破線：「親しみを感じない」（「親しみを感じない」「どちらかといえば親しみ
を感じない」と答えた割合の合算数）

出所：内閣府のウェブページ（http://survey.gov-online.go.jp/h25/h25-gaiko/2-1.
html, 2014年８月１日参照）。図の作成は筆者。
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米
中
関
係
の
こ
の
よ
う
な
質
的
な
変
化
は
、
日
本
の
中
国
観
と
比

較
す
る
と
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
中
国
の
台
頭
や
中
国
と
の
関
係
深

化
を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
中
意
識
が
安
定
化
に
向
か
う
の

に
対
し
、
日
本
の
対
中
世
論
は
ま
だ
安
定
す
る
傾
向
に
な
い
。
特

に
、
尖
閣
問
題
な
ど
を
抱
え
、
安
全
保
障
問
題
が
焦
点
に
な
っ
て
い

る
こ
こ
数
年
は
年
々
悪
化
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　

日
中
平
和
友
好
条
約
が
調
印
さ
れ
た
一
九
七
八
年
以
降
の
日
本
の

中
国
観
の
変
化
を
概
略
し
て
み
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
「
中
国
に

親
し
み
を
感
じ
る
」（「
親
し
み
を
感
じ
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

親
し
み
を
感
じ
る
」
と
答
え
た
割
合
の
合
算
数
）
と
い
う
回
答
は
ほ

ぼ
七
割
、「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」（「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
と
答
え
た
割
合
の
合
算
数
）

と
い
う
回
答
は
約
二
割
で
あ
り
、
日
本
人
の
中
国
に
対
す
る
感
情
は

極
め
て
良
か
っ
た
。
し
か
し
、
天
安
門
事
件
前
く
ら
い
か
ら
悪
化
す

る
一
方
と
な
り
、
一
九
九
七
年
に
両
者
は
逆
転
し
た
。
特
に
こ
こ
数

年
で
は
中
国
に
「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
層
が
七
割
以
上
、「
親
し

み
を
感
じ
る
」
と
い
う
回
答
は
約
二
割
と
な
っ
て
い
る
。
日
中
関
係

の
貿
易
の
増
加
や
人
の
移
動
な
ど
は
あ
っ
た
が
、
安
全
保
障
上
の
直

接
的
な
脅
威
を
日
本
は
感
じ
て
い
る
点
が
、
米
中
関
係
と
は
異
な
っ

て
い
る
。

　

日
本
人
の
対
中
意
識
の
急
激
な
悪
化
は
こ
こ
数
年
、
世
論
調
査
や

学
術
研
究
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
一
三
年
七
月
に
公
表
し
た



アメリカ 中国 日本

（％）

図３　アメリカ国民が考える「最大の経済大国」（ギャラップ調べ）

出所：Andrew Dugan (2014) “Americans View China Mostly Un favorably” http://
www.gallup.com/poll/167498/americans-view-china-mostly-unfavorably.aspx
（2014年８月20日参照）図の作成は筆者。
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三
八
カ
国
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
中
国
を
「
好
意
的
」
と
し
た
の

は
、
日
本
は
五
％
で
、
ト
ル
コ
（
二
七
％
）、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア

（
い
ず
れ
も
二
八
％
）
な
ど
中
国
へ
の
好
意
度
が
低
い
下
位
四
国
の

中
で
も
抜
き
ん
で
て
中
国
へ
の
印
象
が
最
も
悪
い
。
逆
に
中
国
へ
の

好
意
度
が
高
い
の
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
（
い
ず
れ
も
八

一
％
）、
ケ
ニ
ア
（
七
八
％
）、
セ
ネ
ガ
ル
（
七
七
％
）
と
な
っ
て

い
〉
12
〈

る
。二

　
ア
メ
リ
カ
国
民
の
対
中
認
識
の
詳
細

　

次
に
ア
メ
リ
カ
国
民
の
中
国
経
済
に
対
す
る
意
識
や
安
全
保
障
な

ど
の
見
方
を
さ
ら
に
分
析
し
て
み
る
。
米
中
関
係
は
深
く
な
り
つ
つ

あ
る
と
は
い
え
、
世
論
調
査
の
結
果
を
見
る
と
ア
メ
リ
カ
国
民
の
中

国
に
対
す
る
見
方
は
必
ず
し
も
中
国
に
対
す
る
正
確
な
理
解
に
基
づ

い
て
は
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
中
国
経
済
に
対
し
て

は
、
過
剰
反
応
と
い
え
る
ほ
ど
の
脅
威
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

㈠
　「
最
大
の
経
済
大
国
」
と
い
う
誤
解

　

ギ
ャ
ラ
ッ
プ
は
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
〇
九
年
、
お

よ
び
二
〇
一
一
年
か
ら
毎
年
、「
ど
の
国
が
今
日
の
世
界
経
済
を
牽

引
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
調
査
を
ア
メ
リ
カ
国
民
に
対
し
て
行
っ

て
い
〉
13
〈

る
。
図
３
が
そ
の
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
最
大
の
経
済
大
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重要ではない
%
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中国の経済 中国の軍事

図４　今後10年間のアメリカに対する脅威（ギャラップ調べ）

出所：図３に同じ。
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国
」
で
あ
る
国
は
ど
こ
か
と
い
う
認
識
を
問
う
質
問
だ
が
、
興
味
深

い
の
は
実
際
よ
り
も
中
国
を
高
く
評
価
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
二
〇
〇
一
年
の
段
階
で
は
ア
メ
リ
カ
を
挙
げ
た

の
が
六
五
％
と
最
も
多
く
、
二
番
目
が
日
本
（
一
六
％
）、
三
番
目

が
中
国
（
一
〇
％
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
国
経
済
に
対
す
る
評
価

は
右
肩
上
が
り
に
伸
び
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
に
は
中
国
（
四

〇
％
）
が
ア
メ
リ
カ
（
三
三
％
）
を
抜
き
一
位
と
な
っ
て
い
る
（
同

年
日
本
と
回
答
し
た
の
は
一
三
％
）。
こ
の
年
以
降
、
多
数
の
ア
メ

リ
カ
国
民
が
「
中
国
の
方
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
経
済
大
国
で
あ
る
」

と
信
じ
、
特
に
、
二
〇
一
一
年
か
ら
は
中
国
と
答
え
る
割
合
と
ア
メ

リ
カ
と
答
え
る
割
合
は
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
差
が
つ
い
て
い
る
。
実

際
に
は
二
〇
一
四
年
時
点
の
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
の
半
分
程

度
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
相
当
誤
解
し
て
い
る
と
い
え
る
。
日
本
を

「
最
大
の
経
済
大
国
」
と
考
え
る
ア
メ
リ
カ
国
民
は
大
き
く
は
減
っ

て
い
る
も
の
の
、
二
〇
一
一
年
か
ら
は
七
か
ら
八
％
を
記
録
し
、
図

に
は
く
わ
え
な
か
っ
た
が
、
Ｅ
Ｕ
や
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
よ
り
も
数
ポ

イ
ン
ト
高
く
、
三
番
目
の
ま
ま
で
あ
る
。

㈡
　「
脅
威
と
し
て
の
中
国
経
済
」

　

ま
た
、
こ
の
中
国
の
経
済
発
展
が
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
脅
威
に

な
っ
て
い
る
と
み
る
見
方
が
ア
メ
リ
カ
で
は
根
強
い
。
図
４
は
、
二

〇
一
四
年
二
月
に
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
が
行
っ
た
一
連
の
対
中
意
識
の
調
査

の
中
で
「
今
後
十
年
間
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
脅
威
」
に
つ
い
て
の



2010年中間選挙におけるメイナード候補（共和党）の 
反中選挙ＣＭのキャプチャー画像

 出  所：Spike Maynard anti-China campaign ad 
（http://www.criticalcommons.org/Members/ccManager/
clips/SpikeMaynardChinaAd.flv, 2014年８月２日参照）
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調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
今
後
十
年
間
の
ア
メ
リ

カ
に
対
す
る
脅
威
」
と
し
て
中
国
経
済
を
中
国
の
軍
事
力
よ
り
も
よ

り
明
確
な
脅
威
と
し
て
指
摘
す
る
ア
メ
リ
カ
国
民
の
数
が
上
回
っ
て

い
る
。

　

軍
事
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
国
の
軍
事
予
算
が
ア
メ
リ
カ
の
五
分

の
一
程
度
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
中
国
の

脅
威
」
は
実
際
よ
り
も
印
象
が
先
行
し
て
い
る
。
下
院
議
員
選
挙
の

際
な
ど
に
、
中
国
問
題
に
関
し
て
非
常
に
否
定
的
な
選
挙
Ｃ
Ｍ
な
ど

が
登
場
す
る
背
景
に
は
、
実
際
よ
り
も
中
国
の
経
済
や
軍
事
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
が
大
き
く
見
え
て
い
る
点
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇

一
四
年
の
中
間
選
挙
で
は
大
き
な
話
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
二

〇
一
〇
年
や
二
〇
一
二
年
の
上
院
、
下
院
議
会
選
挙
で
は
、
ア
メ
リ

カ
の
雇
用
が
中
国
に
流
れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
世
論
を
背
景
に
、
対

立
候
補
が
「
中
国
を
利
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
選
挙
Ｃ
Ｍ
が
複
数

あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
二
〇
一
〇
年
中
間
選
挙
で
ウ
エ

ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
第
三
選
挙
区
の
下
院
の
議
席
を
狙
っ
た
ス
パ
イ

ク
・
メ
イ
ナ
ー
ド
（Spike M

aynard

）
候
補
（
共
和
党
）
の
も
の

で
あ
り
、
対
立
候
補
が
「
中
国
の
雇
用
を
増
や
し
、
ウ
エ
ス
ト
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
の
石
炭
産
業
が
疲
弊
し
て
い
る
」
と
い
う
選
挙
Ｃ
Ｍ
を
繰

り
返
し
て
放
映
し
た
（
写
真
参
照
）。
こ
の
選
挙
Ｃ
Ｍ
は
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
全
米
で
幅
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

三
　
ア
メ
リ
カ
の
世
論
と
対
中
外
交

　

そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
対
中
意
識
が
ど
の

よ
う
に
実
際
の
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
も
そ
も
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の
研
究
者
の
間
で
は
、
世
論
が

外
交
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
、
様
々
な
議
論

が
続
い
て
い
る
。
か
つ
て
は
、「
世
論
は
流
動
的
な
も
の
で
あ
り
、

世
論
が
外
交
に
与
え
る
影
響
は
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
良
い
」
と
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い
う
議
論
や
、
外
交
政
策
に
お
け
る
政
策
エ
リ
ー
ト
の
動
き
が
世
論

と
は
乖
離
し
て
い
る
と
い
う
分
析
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は

「
外
交
政
策
の
内
政
化
」
も
ア
メ
リ
カ
で
は
一
気
に
進
ん
で
お
り
、

外
交
政
策
に
お
け
る
世
論
の
あ
り
方
を
再
認
識
す
る
見
方
も
増
え
て

い
る
。

㈠
　
世
論
と
ア
メ
リ
カ
外
交

　

ア
メ
リ
カ
の
外
交
に
お
け
る
世
論
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
国
際
政

治
理
論
上
の
対
立
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。
リ
ア
リ
ズ

ム
の
立
場
か
ら
は
、
世
論
の
動
向
よ
り
も
大
統
領
を
中
心
と
し
た
外

交
の
中
心
ア
ク
タ
ー
の
現
実
的
な
判
断
が
重
要
で
あ
り
、
そ
も
そ
も

世
論
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
ガ

ブ
リ
エ
ル
・
ア
ー
モ
ン
ド
（G

abriel A
lm

ond
）
や
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

リ
ッ
プ
マ
ン
（W

alter Lippm
ann

）
の
一
連
の
指
摘
で
あ
り
、
両

者
と
も
に
、
世
論
は
変
化
し
や
す
く
、
非
理
性
的
な
傾
向
が
あ
る
た

め
、
刻
々
と
変
わ
る
世
論
に
外
交
を
委
ね
て
し
ま
う
の
は
、
非
常
に

危
険
で
は
あ
る
と
主
張
し
て
い
〉
14
〈

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
場
合
、
世
論
が
様
々
な
ア
ク

タ
ー
に
影
響
し
て
、
そ
れ
が
外
交
に
投
影
さ
れ
て
い
く
と
い
う
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
的
な
見
方
が
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー

（John M
ueller

）
は
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
さ
ら
に
は
イ
ラ

ク
戦
争
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
米
軍
の
戦
死
者
の
数
が
増
え
れ

ば
、
世
論
の
戦
争
支
持
が
減
っ
て
い
く
と
い
う
相
関
関
係
を
指
摘
し

て
い
〉
15
〈
る
。
ま
た
、ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ペ
ー
ジ（Benjam

in I. Page

）
と

ロ
バ
ー
ト
・
シ
ャ
ピ
ー
ロ
（R

obert Y. Shapiro

）
は
外
交
に
つ
い
て

の
ア
メ
リ
カ
国
民
の
世
論
は
長
期
的
に
と
ら
え
れ
ば
か
な
り
安
定
し

て
お
り
、
国
民
は
比
較
的
「
理
性
的
」
に
外
交
を
と
ら
え
て
い
る
と

い
う
分
析
を
行
っ
て
い
〉
16
〈

る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
よ
う
に
、
近
年
は
世

論
と
外
交
と
の
関
連
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
よ
う
な
指
摘
が
増
え

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
証
分
析
上
の
対
立
で
は
な
く
、
近
年
、
ア
メ
リ
カ

政
治
の
構
造
変
化
の
中
で
、
外
交
政
策
上
に
お
け
る
世
論
の
役
割
の

大
き
さ
が
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
大
統
領
よ
り

も
、
よ
り
小
さ
な
選
挙
区
で
あ
り
、
よ
り
直
接
的
に
世
論
か
ら
の
影

響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
連
邦
議
会
の
外
交
政
策
上
の
復
権
が
そ

の
背
景
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
よ
り
直
接
的
な
選
挙
区
の
意
見
に
議

員
の
政
策
が
影
響
を
受
け
る
と
す
る
と
、
世
論
の
重
要
性
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

外
交
政
策
を
巡
っ
て
は
、
憲
法
上
で
は
大
統
領
と
連
邦
議
会
と
の

間
で
権
限
の
分
割
と
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
。
連
邦
議
会
が
外
交
や

軍
事
に
関
す
る
各
種
予
算
を
握
っ
て
い
る
ほ
か
、
戦
争
の
布
告
も
本

来
は
議
会
の
役
割
で
あ
る
。
一
方
、
大
統
領
は
「
三
軍
の
長
」
で
あ

り
「
主
席
外
交
官
」
と
し
て
、
現
場
を
取
り
仕
切
る
と
い
う
役
割
分

担
だ
っ
た
。
た
だ
、
た
と
え
ば
、
戦
争
の
布
告
に
つ
い
て
連
邦
議
会

で
の
審
議
を
経
る
場
合
、
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
た

め
、
安
全
保
障
上
の
問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
第
二
次
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大
戦
を
最
後
に
議
会
の
宣
戦
布
告
を
待
た
ず
に
大
統
領
が
軍
事
攻
撃

を
命
じ
る
の
が
慣
習
に
な
っ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
第
二
次
大
戦
ご
ろ

か
ら
国
際
関
係
上
、
ア
メ
リ
カ
が
覇
権
国
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
が
外
交
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
増
や
せ
ば
増
や
す
ほ
ど

大
統
領
の
外
交
上
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
目
立
っ
て
い
っ
た
。
特
に
冷
戦

期
の
初
期
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
末
期
ま
で
は
大
統
領
の
外
交
政
策

の
方
向
性
を
議
会
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
と
い
う
「
冷
戦
コ
ン
セ

ン
サ
ス
」（C

old W
ar C

onsensus
）の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
〉
17
〈

た
。

　

こ
の
よ
う
に
外
交
政
策
に
お
い
て
は
議
会
は
受
動
的
な
役
割
を
果

た
す
場
合
が
多
く
、
大
統
領
の
優
位
が
続
い
て
い
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
泥
沼
化
に
お
け
る
大
統
領
が
専
制
的
に
外
交
な
ど
の
政
策
を

進
め
る
「
帝
王
的
大
統
領
」（im

perial presidency

）
に
対
す
る
反

発
が
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
強
く
な
り
、
議
会
の
外
交
上
の
復
権

が
目
覚
ま
し
く
な
っ
て
い
く
。
二
〇
世
紀
末
に
冷
戦
そ
の
も
の
も
終

結
し
、「
冷
戦
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
が
崩
れ
る
。

　

さ
ら
に
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
共
和
党
支
持
者
（
保
守

派
）
と
民
主
党
支
持
者
（
リ
ベ
ラ
ル
派
）
の
政
治
的
対
立
が
明
確
と

な
る
「
政
治
的
分
極
化
」（political polarization

）
が
一
気
に
進
ん

で
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
「
大
統
領
対
議
会
」
と
い
う
外
交
政
策
の
対

立
構
造
が
、「
大
統
領
」
対
「
議
会
内
対
立
党
（
野
党
）」
に
変
化
す

る
中
、
対
立
党
は
公
聴
会
で
の
外
交
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
議
会
の
予

算
権
限
な
ど
を
厳
し
く
追
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
民
主
党
主

導
で
、
共
和
党
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
を
厳
し
く
糾
弾
し
た
イ
ラ
ク
戦
争

の
際
の
様
々
な
議
会
公
聴
会
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
〉
18
〈
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
直
接
的
に
選
挙
区
の
世
論
か
ら
の
影
響
を
受
け
や
す
い
議

会
が
外
交
政
策
で
の
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

㈡
　
世
論
と
対
中
外
交

　

二
〇
年
間
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
米
国
の
対
中
政
策
の
根
本

は
極
め
て
一
貫
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、「
関
与
」（
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
：engagem

ent

）
と
「
抑
止
」（
ヘ
ッ
ジ
：hedge

）
の
二

つ
を
同
時
に
行
う
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ン
ド
・
ヘ
ッ
ジ
」

（engagem
ent and hedge

）
と
い
う
二
重
戦
略
で
あ
る
。
た
だ
、
こ

の
二
重
戦
略
の
う
ち
、
米
中
経
済
の
相
互
依
存
が
進
む
中
、「
抑

止
」
が
次
第
に
目
立
た
な
く
な
り
、「
関
与
」
の
方
が
強
く
な
っ
て

い
る
点
も
特
筆
で
き
る
。

　
「
抑
止
」
も
「
関
与
」
も
「
不
安
定
な
中
国
」
と
い
う
国
家
を
う
ま

く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
目
的
は
共
通
し
て
い
る
。「
関
与
」

と
は
、
中
国
に
積
極
的
に
関
与
・
関
連
す
る
こ
と
で
、
中
国
と
い
う

不
確
実
な
国
家
を
既
存
の
世
界
秩
序
に
組
み
込
ん
で
い
き
、
国
際
政

治
シ
ス
テ
ム
の
中
に
統
合
す
る
こ
と
を
目
指
す
政
策
で
あ
る
（「
統

合
」（
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
：integration

）
政
策
と
も
い
わ
れ

る
）。
こ
れ
に
対
し
て
、「
抑
止
」
と
は
、
中
国
の
暴
発
を
想
定
し

た
、
中
国
が
危
険
な
行
動
に
走
ら
な
い
よ
う
に
、
抑
止
・
防
衛
に
重

点
を
置
き
、
危
険
を
避
け
る
（
ヘ
ッ
ジ
）
す
る
政
策
で
あ
る
（「
力

の
均
衡
」
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、「
均
衡
（balancing

）
政
策
」
と
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も
呼
ば
れ
る
）。
か
つ
て
は
「
抑
止
」
と
い
う
受
動
的
な
概
念
よ
り

も
、
旧
ソ
連
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
「
封
じ
込
め
」（
コ
ン

テ
イ
ン
メ
ン
ト
：containm

ent

）
を
使
う
政
策
関
係
者
が
多
か
っ

た
が
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
く
ら
い
か
ら
、
よ
り
現
実
的
な
「
抑

止
」
と
「
関
与
」
の
二
重
戦
略
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
抑
止
」
と
「
関
与
」
の
二
重
戦
略
の
根
底
に
あ
る
の
が
国
民

の
対
中
世
論
で
あ
る
。
本
稿
で
論
じ
た
対
中
世
論
に
つ
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、
分
極
化
が
さ
ら
に
進
展
す
る
中
で
、
世
論
が
外
交
政
策

に
影
響
を
与
え
て
い
く
仕
組
み
は
今
後
さ
ら
に
顕
在
化
し
て
い
く
で

あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
中
国
経
済
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
過
大
評
価
す

る
ア
メ
リ
カ
の
世
論
も
、
下
院
選
挙
区
の
反
中
Ｃ
Ｍ
も
対
中
外
交
を

形
成
す
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
軽
視
で
き
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。

　

米
中
の
経
済
相
互
依
存
が
進
む
中
、
二
〇
〇
九
年
以
降
、
毎
年
継

続
さ
れ
て
い
る
「
米
中
経
済
・
戦
略
対
話
」（U.S.-C

hina Strategic 
and E

conom
ic D

ialogue

）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
Ｇ
２
」
路

線
は
明
確
化
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
米
中
間
に
は
、
様
々
な
未
解
決

の
問
題
が
あ
る
。
人
権
問
題
か
ら
人
民
元
切
り
上
げ
、
知
的
所
有
権

保
護
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
未
解
決
の
問
題
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
世
論
も
そ
の
外
交
プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
影
響

を
今
後
も
与
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
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